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　市税収入には、主に個人市民税、法人市民税、固定資産税などがあります。平成24年度決算

では、前年度に比べ約３億７千万円増加しています。主な内訳では、固定資産税が約４億、市

たばこ税が約６千万円の減となって

いるものの、市民税が約８億の増と

なっています。

　また、市税の納付率については、平

成18年度の91.3％から平成19年度に

は91.8％

　平成20～21年度は、景気悪化の影響

により、91.7 ％となり0.1％減少しまし

たが、平成22年度は92.3％、平成23年

度は93.2％、平成２４年度は94.3％と

なり、年々増加しています。

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

364億5,897万円

387億9,400万円

396億1,958万円

391億3,926万円

403億1,108万円

409億5,225万円

413億2,508万円

406億7,076万円

426億9,373万円

91.3％

91.8％

91.7％

91.7％

92.3％

93.2％

94.3％

収　入　額

（注）平成24年度までは決算額、平成25、26年度は予算額です。
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（１年間の収入状況）
収入項目 金額（万円）

基本給与 213

18

24

74

24

91

258

702

諸手当

パート収入

銀行からの借り入れ

預金の取り崩し

親からの仕送り

親から特別に
もらう仕送り

計

なは家の
家計簿（収入）の特徴

　年間の収入は、決して低いと
は言えません。
　しかしながら、その実状は、
親からの仕送りに頼っている
ことがはっきりしています。ま
た、銀行からの借り入れや預金
の取り崩しを毎年のように
行っています。
　今後は、親からの仕送りは
減っていくことが考えられま
す。預金もそんなに多くは残っ
ていません。基本給与や諸手当
及びパート収入の増に努めた
いところです。
　また、収入が減っていくこと
が予想されるので、支出を抑え
ていくことが必要だと考えま
す。

支出（歳出）予
算の家計簿は、
ｐ12に掲載して
います。

に置き換えて・・・
那覇市の収入(歳入)予算を家計簿に例えてみました！　　　
　那覇市の平成26年度の一般会計予算は、1,404億5,600万円です。
数字が大きすぎて、なかなか実感できません。そこで、「なは家の家計簿」に置き換

えてみました。（いろいろな収入があり、普通の家庭と多少異なりますが、２万分の１に置き換えてわかりやすくしてみました。）

那覇市の収入には、市税や国と県からの収入、銀行等からの借り入れや

施設の使用料などがあります。

収 入 編 （一般会計予算）

那覇市の一般会計予算（１年度間の収入）
項　　　　目 金額（単位：千円）

42,693,727

3,612,062

4,747,307

14,863,998

4,848,352

673,650

3,926,425

13,508,399

51,582,080

市　税 みなさんが、那覇市に納める税金です。

事業を行ううえで、その事業に係る経費の一部
を受益の程度に応じて負担していただきます。

市の施設を利用する際に支払うお金です。

銀行などから借金をしています。

主に、基金を取り崩しています。

みなさんが国に納める税金の一部です。
使いみちは自由です。

みなさんが国や県に納める税金の一部です。　
使いみちが決められています。

分担金及び負担金など

使用料及び手数料など

市　債

繰入金

地方譲与税

地方消費税交付金など

地方交付税

国・県支出金

140,456,000計

自主財源
40%

依存財源
60%

市の一般会計予算の

・約

那覇
・国からの交付税などの依存財源は約

40％が市税などの自主財源の収入です。

％です。60

市が自主的に収入しうることのできる財源です。

市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、繰入金、財産収入などが該当します。

国や県の意思により定められた額を交付されたり、割り当てられたりする収入のこと

です。 地方交付税、地方譲与税、国・県支出金、市債などが該当します。

自主財源の比率が大きいことが大切です。

【自主財源】

【依存財源】

那覇市の市税収入は、 増えているの？
減っているの？どっち？ おしえて！

那覇市の収入の根幹である「市税」収入は、平成24年度決算で413億
2,508万円と、前年度に引き続き400億円を超え、前年度（平成23年度）に
比べると、約3億7千万円増えております。また、収納率も94.3％となって
おり、前年度より伸びています。平成26年度予算額においても、426億
9,373万円を見込んでおります。

ここが
ポイントです

節約って
大事なのニャ

20000
1

お しえて！
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